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メリーバード号発車′
米子～広島間に高速路線バス運行開始

9
月
2
7
日
、
米
子
～
広
島
間
を

結
ぶ
高
速
路
線
バ
ス
「
メ
リ
ー
バ

ー
ド
号
」
が
運
行
を
開
始
。
本
町
の

乗
降
車
場
所
と
な
る
江
尾
パ
ス
停

留
所
で
は
、
福
巴
町
長
、
住
田
町
議

会
議
長
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い

運
行
開
始
を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
、

子
供
の
国
保
育
園
児
（
住
田
雄
一

郎
ポ
・
関
内
裕
子
㍉
）
が
ド
ラ
イ

バ
ー
と
最
初
の
乗
客
の
方
に
花
束

を
記
念
に
贈
り
ま
し
た
。

こ
の
路
線
パ
ス
の
運
行
に
よ
り

江
府
町
と
広
島
は
約
三
時
間
半
で

結
ば
れ
、
運
賃
も
安
い
こ
と
も
あ

り
か
な
り
の
利
用
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
本
町
に
と
っ
て
も
糧
済

効
果
が
期
待
さ
れ
、
特
に
観
光
客

の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

▲
運
行
開
始
し
た
メ
リ
ー
バ
ー
ド
号

（
右
上
）
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
て
お
祝
い

（
左
上
）
保
育
園
児
か
ら
運
転
手
、
乗
客

に
花
束
贈
呈
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行
政
座
談
会
を
開
催

8
月
2
8
日
貝
田
部
落

8
月
2
9
日
本
町
五
丁
目
部
落

9
月
1
0
日
実
用
部
落

9
月
1
3
日
下
蚊
屋
部
落

各
部
落
か
ら
行
政
に
対
す
る
要

望
、
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
交
流

の
場
と
し
ま
し
た
。

8
月
9
日
消
防
事
業
関
係
の
入

札
を
執
行
、
次
の
と
お
り
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

①
40
2
m
級
有
蓋
Ⅰ
型
現
場
打
ち
防

火
水
槽
設
置
工
事
（
荒
田
地
区
）

請
負
業
者
（
有
）
沢
玉
組

請
負
金
額
三
、
五
九
四
千
円

②
小
型
動
力
ポ
ン
プ
（
日
の
詰
地

区
）
請
負
業
者
（
株
）
米
子
消
防
器

具
商
会

請
負
金
額
一
、
一
三
七
千
円

8
月
1
0
日
か
ら
9
日
2
日
の
間

関
係
職
員
立
会
の
も
と
、
昭
和
六

十
三
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計

の
決
算
監
査
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

○
企
画
開
発

8
月
9
日
、
土
井
之
内
会
館
に

お
い
て
路
線
バ
ス
利
用
者
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
バ
ス
利
肘
者

か
ら
直
接
意
見
を
聞
く
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
効
率
的
を
運
行
と
利
用

者
の
増
大
を
は
か
り
路
線
バ
ス
の

安
定
運
行
を
目
指
す
た
め
行
な
っ

た
も
の
で
す
。

こ
れ
を
も
と
に
8
月
2
5
日
、
日

ノ
丸
自
動
車
株
式
会
社
に
①
大
河

原
線
吉
原
部
落
内
経
由
便
の
運
行

②
下
蚊
屋
線
土
曜
日
量
伸
の
運
行

に
つ
い
て
陳
情
い
た
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
事
業
の

ア
イ
デ
ア
募
集
を
行
を
い
八
月
末

に
締
切
っ
た
と
こ
ろ
、
1
8
名
か
ら

4
4
件
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
今

後
は
検
討
会
を
設
け
て
事
業
を
決

定
す
る
予
定
で
す
。

議
会
と
共
催
で
行
い
ま
し
た
。

8
月
4
日
か
ら
9
月
2
日
の
間

胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
検
診
を
町
内

8
ヶ
所
で
、
結
核
、
肺
が
ん
検
診

及
び
一
般
健
診
を
町
内
1
1
ヶ
所
で

実
施
し
ま
し
た
。

9
月
1
3
日
、
農
村
基
盤
総
合
整

備
事
業
；
一
平
地
区
）
　
の
入
札
を

執
行
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し

た
。
＊
助
沢
団
地
は
場
整
備
工
事

請
負
業
者
　
（
有
）
浜
本
組

請
負
金
額
　
二
七
、
三
〇
〇
千
円

年
に
向
け
て
意
見
交
換
を
行
を
い

ま
し
た
。

○
教
　
　
育

○
農
　
　
林

○
建
　
　
設

○
民
　
　
生

8
日
9
日
と
9
日
1
3
日
、
日
輪

闇
に
お
い
て
人
権
、
行
政
相
談
、

困
り
ご
と
相
談
を
町
社
会
福
祉
協

8
月
1
0
日
、
第
3
6
回
江
府
町
畜

産
品
評
会
が
佐
川
で
行
を
わ
れ
、

町
内
畜
産
農
家
か
ら
㍑
頭
の
出
品

が
あ
り
ま
し
た
。
体
格
、
資
質
共

に
い
ず
れ
お
と
ら
ぬ
粒
揃
い
で
全

頭
一
等
賞
に
入
賞
し
ま
し
た
。

8
月
3
0
日
、
第
7
0
回
日
野
郡
畜

産
共
進
会
が
根
雨
で
行
を
わ
れ
、

本
町
か
ら
代
表
牛
6
頭
が
出
品
さ
、

れ
次
の
三
頭
が
入
賞
し
ま
し
た
。

一
等
貴

お
か
も
と
号
S
6
3
・
6
・
2
生

生
産
者
森
田
良
一
氏
（
貝
田
）

ひ
め
ざ
く
ら
2
号
S
6
3
・
2
・
1
6
生

生
産
者
妹
尾
童
氏
（
西
成
）

は
る
は
を
号
S
6
3
・
1
・
4
生

生
産
者
新
見
昌
男
氏
（
袋
原
）

こ
の
三
頭
は
1
0
月
7
・
8
日
に

倉
吉
で
開
催
の
鳥
取
県
畜
産
共
進

会
に
出
品
さ
れ
る
予
定
で
す
。

8
月
2
5
日
、
関
金
町
に
お
い
て

大
山
砂
防
座
談
会
が
行
を
わ
れ
建

設
省
中
国
地
方
建
設
局
倉
吉
工
事

事
務
所
を
は
じ
め
関
係
4
町
村
の

砂
防
工
事
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

行
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
本
町
内
の
工
事
に
つ
い

て
次
の
要
望
を
し
ま
し
た
。

①
直
轄
河
川
区
域
の
拡
大

②
下
蚊
屋
地
内
護
岸
整
備
及
び
既

設
ダ
ム
上
流
へ
橋
の
整
備

③
吉
原
部
落
内
流
路
工
整
備

○
観
　
　
光

8
月
1
6
日
、
1
7
日
の
両
日
、
伝

統
行
事
江
尾
十
七
夜
を
盛
大
に
開

催
し
ま
し
た
。
本
年
は
前
夜
祭
に

お
い
て
行
事
の
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
8
月
3
1
日
に
は
関

係
者
に
よ
り
反
省
会
を
実
施
、
釆

西
ノ
島
町
交
流
事
業
と
し
て
、

8
日
2
日
か
ら
2
泊
3
日
で
西
ノ

島
町
に
お
い
て
交
歓
臨
海
学
校
を

開
催
、
町
内
小
学
校
5
年
生
5
8
名

が
参
加
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
8
月
2
6
日
か
ら
1
泊
2

日
で
本
町
に
お
い
て
テ
ニ
ス
交
流

会
を
開
催
、
同
好
者
6
0
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
今
年
は
姉
妹
町
交
流

十
周
年
に
あ
た
り
、
一
層
の
親
善

交
流
と
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

第
4
1
回
山
陰
少
年
軟
式
庭
球
選

手
権
大
会
を
、
7
月
2
1
日
に
小
学

生
の
部
、
7
日
2
6
日
に
中
学
生
の
部

を
開
催
、
二
〇
〇
チ
ー
ム
の
参
加
が

あ
り
好
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

8
月
9
・
1
0
日
、
石
川
県
に
お

い
て
行
な
わ
れ
た
第
6
回
全
日
本

小
学
生
軟
式
庭
球
選
手
権
大
会
の

団
体
の
部
で
、
本
町
か
ら
出
場
し

た
江
尾
小
学
校
　
吉
川
友
二
バ
几
・

篠
田
大
輔
示
、
米
沢
小
学
校
　
下

垣
大
輝
メ
・
各
務
裕
之
言
の
チ
ー

ム
　
（
監
督
　
牧
田
教
介
氏
、
住
田

秀
二
氏
）
が
見
事
優
勝
、
町
で
は
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‾「

i　お
ごめ
ざで
い　と
、
つ

ま
す

　

け

平
成
元
年
度
法
務
省
人
権

擁
護
局
長
表
彰

氏上原裕臣
（本町一）

n
k
壷
十

丁田府

平
成
元
年
度

広
島
法
務
局
長
表
彰

江

江久夫氏
（洲河崎）

安こ
れ
は
、
両
氏
の
長
年
に
亘
り

国
民
の
基
本
的
人
権
の
擁
護
と
自

由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
、
8
日
2
日
山
‖
市
で
開
催
さ

れ
た
第
3
8
回
中
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
総
会
に
お
い
て
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
一
の
栄
誉
を
た
た
え
記
念
H
m

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

夏
休
み
期
間
を
利
用
し
て
米
沢

小
学
校
大
規
模
改
造
工
事
を
行
を

い
ま
し
た
。
窓
枠
と
外
壁
を
改
修

し
た
も
の
で
、

し
ま
し
た
。

8
日
3
1
日
に
完
了

恕総
工
費
　
四
二
、
一
。
一
〇
千
円

施
工
主
　
（
株
）
谷
‖
組

第
2
6
回
町
艮
野
球
大
会
を
町
総

合
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
と
し
て
9
月

3
日
か
ら
開
催
、
3
0
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
1
3
日
間
に
わ
た
っ
て
熱
賊

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

消防力を強化
日の詰部落に

小型消防ポンプを配備

9
H
1

8
日
、
臼
の
話
部
落
に
小

型
消
防
ポ
ン
プ
が
配
備
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
従
来
の
小
型
ポ
ン

プ
｛
昭
和
4
2
年
購
入
）
の
老
朽
化

に
よ
り
新
た
に
配
備
さ
れ
た
も
の

で
す
。

臼
の
詰
会
館
で
行
を
わ
れ
た
配

備
式
で
は
、
町
お
よ
び
地
元
部
落

関
係
者
の
出
席
の
も
と
、
神
事
（
入

魂
式
）
を
行
な
い
小
型
消
防
ポ
ン

プ
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

こ
の
小
型
消
防
ポ
ン
プ
は
平
成

元
年
度
消
防
施
設
整
備
事
業
に
よ

り
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
事

業
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

②（D
名　規

プ称格

B
Z
級

シ
バ
ウ
ラ
消
防
ボ
ン

T
F
4
0
型

③
性
　
能
　
最
高
出
力
　
4
3
馬
力

放
水
量
　
毎
分
1
・
1
ノ

④
納
入
老
　
米
子
消
防
器
具
商
会

⑤
事
業
費
一
、
一
三
七
千
円

⑥
財
源
内
訳

国
庫
補
助
金
　
六
一
〇
千
円

町
　
　
　
費
　
五
二
七
千
円

「
事
故
ナ
シ
」
で
安
全
運
転
を
／

梨
と
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
を
配
布

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
9

月
2
1
日
～
3
0
日
）
期
間
中
の
2
6
日
、

国
道
一
八
二
号
線
の
柿
原
人
H
で

交
通
安
全
母
の
会
、
交
通
指
導
員

が
溝
H
警
察
署
の
協
力
の
も
と
、

手
づ
く
り
の
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
と

二
十
世
紀
梨
を
配
り
　
「
交
通
事
故

ナ
シ
作
戦
」
を
展
開
、
ド
ラ
イ
バ

ー
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。県
内
で
の
交
通
事
故
に
よ
る
死

亡
者
は
五
十
九
名
（
9
日
2
4
日
現

在
）
　
に
達
し
、
前
年
に
比
べ
て
二

十
五
名
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
別

年
比
一
七
三
％
）

ま
た
、
県
西
部
で
は
9
月
1
8
日

か
ら
一
週
間
で
三
件
の
死
亡
事
故

が
発
生
し
た
た
め
、
9
日
2
5
日
に

は
、
交
通
死
亡
事
故
多
発
警
報
（

第
二
三
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
死
亡
事
故
の
約
半
分
は
蒋

幕
か
ら
夜
間
に
か
け
て
発
生
し
て

い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ

ん
、
歩
行
者
も
夜
間
の
外
出
時
に

は
夜
光
反
射
材
を
見
に
つ
け
て
よ

く
目
立
つ
服
装
で
、
交
通
安
全
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
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嘩

噂

スポーツ表彰を行ない、その
栄誉をたたえました。
（米沢会場）

各地区で

町民体育大会

▲ワッショィ．′ワッショィ．′　（川筋会場）

▲米寿をむかえられた
谷口平野和則さんも大奮闘

（俣野会場）

9
月
1
7
日
、
秋
晴
れ
の
青
空
の

下
、
町
内
各
地
区
で
町
民
体
育
大

会
が
開
催
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
で
汗

を
流
し
親
睦
を
深
め
、
楽
し
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

ス

ポ

l

ツ

の

秋
を
満
喫
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寄
り
を
大
切
に
す
る
気
風
を
育

て
よ
う
と
毎
年
、
米
寿
（
八
十

八
才
）
を
迎
え
た
方
々
に
記
念

品
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
九
月
十
五
日
の
　
「
敬

老
の
日
」
、
江
尾
郵
便
局
を
通

じ
て
米
寿
二
十
一
人
の
み
な
さ

ん
に
郵
政
大
臣
の
お
祝
い
状
と

記
念
品
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

新見　葉子乳
（袋　原）

桑原　つねも
（大河原）

藤原みつよも
（池の内）
－

藤田　善清丸
く本町－）

川も町野も

ノ

g

n

t

t

T

t

前田喜太郎も
（佐　川）

中祖そ免乃乳

（吉原）

二諷

一一一】●J
r・叫だギ

千藤喜代治乱
（大河原）

＼竜〆
河上きよのも
（宮　市）

佐々木ゆうも
（武　庫）

け
　
長
寿
を
祝
い
、
社
会
的
に
お
年

郵
政
省
で
は
、
長
年
に
わ
た

る
簡
易
保
険
、
郵
便
年
金
事
業

へ
の
協
力
に
感
謝
す
る
と
共
に

宮本　玄信も
（尾上原）

生田　依子乳
（新　道）

福田　岩雄も
（本町二）

＼
過
が
、¢．．

谷口平野和則軋
（池の内）

前闇路

平成元年10日5日発行 第227号

十
三
∴
∵
二

■

い

　

l

■

－

■

卜

L

藤原　書の乳
（池の内）

親

権背皆も

妾警雪子も

三好　クマ軋
（洲河崎）

加熱♂野軋

顔
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平成元年1叩5日発行－（6）

奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
だ
よ
り
㈹

土
地
取
引
の
届
出

国
土
利
用
計
画
法
に
は
土
地
の

投
機
的
取
引
、
地
価
の
高
騰
、
乱

開
発
を
防
止
す
る
目
的
で
届
出
制

を
設
け
て
い
ま
す
。
町
内
で
一
万

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
地
に
つ

い
て
売
買
を
ど
の
取
引
を
す
る
場

合
に
は
、
契
約
の
六
週
間
前
ま
で

に
知
事
あ
て
の
届
出
書
を
役
場
に

出
す
こ
と
に
を
っ
て
い
ま
す
。

届
出
を
し
な
い
場
合
、
法
律
で

罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
ほ
か
、

税
法
上
の
特
典
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
企
画
開
発
課
に
お

国民年金

Q
㍉
三
言
二
∵

て
も
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
す
か
。

A
二
、
二
㍉
㍉
∵

大
正
1
5
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
の
手
続
き
は
左
記
の
場
所

で
行
な
い
ま
す
。

※
な
お
、
大
正
1
5
年
4
月
1
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
は
、
従
来
ど
お

り
市
区
町
村
役
場
年
金
係
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に

必
要
な
書
類
は
異
な
り
ま
す
の
で

届
出
前
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

金

第22乃‡

選挙一口メモマン庵

原治壕♂膚抑J鮎
出光永＿

　－（〆て
訝

！繋ぎ音¶
／ ヽ

′‥　 畳
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け
　
回
開
催
。
約
2
0
名
が
参
加
。
受
講

平成元年10月5日発行－第227号

▽
保
健
婦
か
ら
ひ
と
こ
と
…
…
ス
リ
ム
教
室
・
自
己
管
理
で
肥
満
を
解
消

報町府江

食
生
晴
が
非
常
に
豊
か
に
在
っ

た
こ
と
と
併
せ
て
い
ろ
い
ろ
を
面

で
省
力
化
が
す
す
み
、
体
を
動
か

す
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
、

肥
満
者
が
増
え
る
傾
向
で
す
。

当
町
で
は
一
般
健
康
診
査
の
結

果
、
肥
満
度
＋
2
0
％
以
上
の
者
、

男
性
1
2
・
4
％
、
女
性
3
4
・
4
％

と
高
値
で
す
。

肥
満
が
問
題
と
在
る
の
は
、
い

う
ま
で
も
を
く
病
気
と
最
も
深
い

関
係
に
あ
る
か
ら
で
す
。
肥
満
は

た
と
え
現
在
は
な
ん
で
も
な
く
て

も
時
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
さ
ま

ざ
ま
を
病
気
の
引
き
金
と
在
り
ま

す
。糖
質
や
脂
質
の
代
謝
異
常
を
起

こ
し
や
す
く
、
そ
の
結
果
と
し
て
、

糖
尿
病
や
動
脈
硬
化
が
進
ん
だ
り
、

高
血
圧
・
脳
卒
中
、
心
臓
病
を
ど

の
発
生
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま

た
脂
肪
肝
・
胆
石
症
な
ど
の
合
併

症
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
少
し
で
も
減
量
し
て
も

ら
お
う
と
肥
満
者
の
方
を
対
象
に

6
月
よ
り
ス
リ
ム
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。

月
に
1
回
の
講
義
・
実
技
で
3

者
の
話
を
聞
い
て
途
中
か
ら
参
加

し
た
い
と
い
う
人
も
。

▽
第
一
回
　
講
話
〝
肥
満
と
健
康

″
小
泉
章
先
生

身
体
計
測
（
身
長
・
体
重
・
皮

下
脂
肪
厚
）

▽
第
二
回
　
肥
満
予
防
食
の
料
理

実
習
・
肥
満
を
防
ぐ
食
生
活
、

カ
ロ
リ
ー
計
算

▽
第
三
回
　
運
動
療
法
、
町
立
総

合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
に

て
運
動

参
加
さ
れ
た
半
数
の
方
が
減
量

に
成
功
さ
れ
ま
し
た
。

あ
る
受
講
生
は
、
「
食
事
に
注
意

す
る
こ
と
を
つ
い
忘
れ
が
ち
、
自

己
管
理
の
大
切
さ
を
見
詰
め
直
す

い
い
機
会
で
し
た
。
」

「
一
日
コ
ー
ヒ
ー
5
杯
飲
ん
で

い
ま
し
た
。
こ
の
回
数
を
減
ら
し
、

砂
糖
抜
き
に
し
た
ら
少
し
や
せ
ま

し
た
。
や
っ
ぱ
り
甘
い
も
の
は
多

く
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。
」

「
老
人
の
家
か
ら
町
立
総
合
体

育
館
ま
で
歩
い
て
約
五
〇
〇
〇
歩
、

買
い
物
を
自
宅
周
辺
だ
け
で
す
ま

せ
る
主
婦
で
一
目
四
〇
〇
〇
歩
か

ら
五
〇
〇
〇
歩
。
い
か
に
日
頃
歩

い
て
い
な
い
か
が
わ
か
り
ま
す
ね
。
」

◆100kcaは消費するための遭勤の所要時間（目安）

● 散 歩 （40 －60 m ／分 ）

（ （

● 急　 歩 （98－ 10 0 m ／分 ）

二番
く男38分 女 48分〉　　　　　　 く男 21分 女 26分 〉

● 階 段の 昇 降 （90段／分 ） ●ラジオ体 擁

胤 訟く男川分女17分〉　　　　　　 く男27分女34分〉
●ジョギング（120m／分） ． ●縄とぴ（60－70回／分）
磯 ， 」 く鋸 ‥女．5か〕）

三 ノ遠

く男32分女40分〉

●ゲートボール

（ ）

く男47分女50分〉

と
講
義
の
感
想
を
話
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
体
重
が
減
っ
て
も
自

己
管
理
を
怠
る
と
逆
戻
り
で
す
。

日
々
の
食
事
に
注
意
し
、
身
体
を

動
か
し
て
下
さ
い
。

《
食
生
活
で
の
ポ
イ
ン
ト
》

①
間
食
を
減
ら
す

②
一
日
の
食
事
は
三
回
に
す
る

③
主
食
の
ご
は
ん
は
一
日
に
食

べ
る
適
正
量
を
決
め
て
お
く

④
副
食
の
調
理
で
は
油
の
使
用

に
注
意
す
る

⑤
砂
糖
の
使
用
も
極
力
控
え
る

⑥
飲
酒
は
適
量
に
す
る

●普通の歩行（70－80m／分）く男29分女36分〉

●ランニング（200m／舟）く男8分女10分〉

●車　球く男19分女24分〉

●バドミントンく男19分女24分〉
●テニスく男沌分女20分〉

●バレーボールく男16分・女20分〉

●ダンス（軽い）く男32分女40分〉

●ソフトボールく男38分女哺分〉

●野　球く男32分女40分〉

●水　泳（遺詠）く男は分女15分〉

●ハイキング（平地）く男32分女40分〉

●ゴルフ（平地柑ホール）く男32分女40分〉

《
一
日
三
百
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

の
運
動
を
目
標
に
》

男
性
な
ら
一
日
三
百
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
、
女
性
な
ら
二
百
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
を
運
動
に
よ
っ
て
消
費
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

電波障害をなくして

きれいな画像・音声を

一電波障害一掃運動月間－

1
0
月
は
「
電
波
障
害
一
掃
運
動

月
間
」
で
す
。
電
波
障
害
を
な
く

し
て
、
き
れ
い
を
画
像
・
音
声
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
の
映
り
が
悪
い
、
ラ
ジ

オ
に
雑
音
が
入
る
を
ど
電
波
障
害

の
原
因
に
は
、
建
築
に
伴
を
っ
て

画
像
が
二
重
二
二
重
に
な
る
高
層

建
築
物
、
点
々
や
帯
状
の
雑
音
が

入
る
送
・
配
電
線
や
冷
蔵
庫
、
縞

模
様
が
入
る
家
庭
用
ブ
ー
ス
タ
ー

の
不
良
、
無
線
の
通
話
音
が
入
る

不
法
無
線
局
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
電
波
障
害
で
お
困
り
の
方
は
、

鳥
取
県
電
波
障
害
防
止
協
議
会
事

務
局
（
N
H
K
鳥
取
放
送
局
営
業

部
受
信
技
術
係
・
℡
0
8
5
7
・

2
2
・
2
2
3
1
）
　
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
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人の動き

篭塾
9月届出

ございまLJ

9月中寄託分

町　　報江　　府

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

御
　
机
　
小
倉
信
子
　
信
彦
二
女

久
　
遠
　
川
上
良
介
　
孝
敏
長
男

小
江
尾
　
清
水
隆
弥
　
憲
一
二
男

下
蚊
屋
　
大
森
由
紀
　
正
文
長
女

半
ノ
上
　
橋
谷
　
遼
　
俊
二
長
女

▽
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

下
村
　
　
偉

加
藤
　
洋
子

大
内
　
　
忍

森
　
　
文
江

藤
田
　
　
武

草
間
ハ
ル
ミ

森
井
　
裕
二

大
田
　
和
子

清
水
　
章
二

伊
達
佐
知
代

江
　
尾

米
子
市
か
ら

岡
山
県
津
山
市

俣
野
か
ら

江
　
尾

米
子
市
か
ら

米
子
市

吉
原
か
ら

吉
　
原

三
重
県
四
日
市
市
か
ら

第227号

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

佐
　
川
　
下
村
　
巌
7
3
歳
　
崇
宅

』
香
典
返
し
と
し
て

袋
　
原
　
千
藤
　
　
正
　
殿

（
母
　
静
子
様
ご
逝
去
）

佐
　
川
　
下
村
　
　
崇
　
殿

（
父
　
巌
様
ご
逝
去
）

□
内
祝
と
し
て

新
一
門
田
　
直
理
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
三
上
　
綾
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
小
峯
毒
満
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
影
山
　
知
也
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
道
　
飯
田
　
武
文
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

助
　
沢
　
北
村
　
隆
雄
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
中
田
　
　
智
　
殿

（
長
女
裕
子
様
退
院
）

町
職
員
の
異
動

町
で
は
八
月
二
十
二
日
付
で
次
の

と
お
り
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た

▽
課
長
級

総
務
課
長
価
広
報
係
長
価
同
和
対

策
室
長
（
教
育
委
員
会
総
務
課
長

価
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

森
　
　
正
幸

教
育
委
員
会
総
務
課
長
　
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
（
教
育
委
員
会

総
務
課
長
補
佐
閥
運
動
公
園
管
理

主
任
）

小
澤
　
等
正

御
　
机
　
川
上
　
富
夫
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

尾
上
原
　
中
尾
　
倫
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
上
口
　
善
江
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
篠
村
　
利
治
　
殿

（
長
男
允
勇
様
退
院
）

・
・
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会
…
＝

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
八
月
末
累
計
額

一
、
一
五
一
、
一
八
三
円

2
、
九
日
中
寄
託
分
・
一
八
八
、
〇
〇
〇
円

内
　
訳

香
典
返
し
　
∵
．
〇
、
〇
〇
〇
円

内
　
　
祝
一
五
八
、
〇
〇
〇
円

3
、
・
支
出
額
　
　
を
し

4
、
九
月
末
累
計
額

一
、
三
三
九
、
一
八
三
円

〈主催〉

米子市・岸本町・溝口町

江府町・新日本海新聞社

●小学生以上で健康な人な

ら誰でも参加できます。

※詳しい案内・参加申込書

は役場総務課にあります。

中国横断自動車遭岡山米子掛米子一江府間開通紀念

楽しく走ろう／走ってつなごう／　　　　＆マラソン

ハイウエーメモリアルルー
●米子IC～江府IC間の高速道路
●11月12日（日）雨天決行

ごぞんじですか。

事業主の

退職金制度

〔小規模企業共済制度〕

「
小
規
模
企
業
共
済
制
度
」
は
、

い
わ
ば
国
が
つ
く
っ
た
事
業
主
の

退
職
金
制
度
で
す
。
事
業
主
で
あ

る
あ
な
た
が
第
一
線
を
退
い
た
と

き
な
ど
に
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た

共
済
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
掛
金

は
全
額
所
得
控
除
と
在
り
、
節
税

を
し
そ
が
ら
財
産
づ
く
り
の
お
役

に
立
ち
ま
す
。

こ
の
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、

最
寄
り
の
市
町
村
の
商
工
会
・
商

工
会
議
所
・
中
小
企
業
間
体
中
央

会
・
金
融
機
関
又
は
中
小
企
業
事

業
団
へ
。
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